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姉
妹
都
市
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
の
親
善

使
節
団
一
行
が
来
市
し
て
、
雪
ま
つ
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。
訪
れ
た
の
は
、
ス
テ
フ

ァ
ノ
・
ブ
ル
ー
ニ
市
長
と
パ
オ
ラ
夫
人
、

マ
リ
オ
・
パ
ス
ト
ー
レ
市
議
会
議
長
、
マ

ウ
ロ
・
ガ
ッ
テ
ィ
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・

ナ
ル
ド
ネ
両
市
議
会
議
員
、
十
日
町
市
と

深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ
リ

チ
さ
ん
と
ア
ド
ゥ
ア
・
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ
さ

ん
の
合
計
７
人
。
博
物
館
や
き
も
の
絵
巻

館
な
ど
の
ほ
か
、
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
や
雪

像
、
各
地
の
ひ
ろ
ば
な
ど
を
見
学
し
、
雪

国
情
緒
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ニ
市
長
は
、「
私
た
ち
を
暖
か
く

迎
え
て
く
れ
た
十
日
町
市
の
皆
さ
ん
の
真

心
に
感
激
し
ま
し
た
。
コ
モ
市
民
に
も
伝

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
交
流
を
、
さ
ら
に

情
熱
的
に
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
感
想
を
述

べ
、
さ
ら
な
る
友
好
交
流
事
業
の
展
開
に

意
欲
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

コ
モ
市
長
一
行
が

雪
ま
つ
り
を
堪
能

雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
の

威
信
に
か
け
て

第58回十日町雪まつり

ホワイトミュージアム�

児玉さんとステージ
雪積み作業

完成した白亜の大聖堂でカーニバル開幕

固い握手で友好を再確認する両市長

冬
の
日
本
海
側
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
知
ら

れ
る
十
日
町
雪
ま
つ
り
。
58
回
の
歴
史
を
数
え
る
中
で

ま
れ
に
見
る
少
雪
と
な
っ
た
今
年
は
、
各
会
場
と
も
雪

不
足
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
雪
だ
け
で
作

っ
た
世
界
一
の
建
造
物
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
雪
像
ス
テ
ー
ジ
造
り
に
は
、
10
ト

ン
ダ
ン
プ
１
、
５
０
０
台
以
上
の
雪
を
運
び
、
例
年
の

規
模
を
維
持
し
ま
し
た
。
各
地
の
催
し
も
、
そ
れ
ぞ
れ

が
知
恵
を
出
し
合
い
、
少
雪
な
が
ら
も
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
祭
り
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
・
コ
モ
市

の
親
善
使
節
団
が
来
市
し
、
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

雪
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
・
雪
上

カ
ー
ニ
バ
ル
の
会
場
は
6
新
潟
県
建
設
業

協
会
十
日
町
支
部
（
建
協
）
青
年
部
会
が
、

ま
た
、
３
日
間
多
彩
な
催
し
を
繰
り
広
げ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
（
十
日
町
高
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
は
6
十
日
町
青
年
会
議
所

（
Ｊ
Ｃ
）
が
制
作
を
担
い
ま
し
た
。
建
協

青
年
部
長
と
Ｊ
Ｃ
理
事
長
を
兼
務
す
る
児

玉
義
昭
さ
ん
（
稲
葉
・
40
歳
）
は
両
会
場

設
営
に
当
た
り
ま
し
た
。

児
玉

こ
の
少
雪
で
し
ょ
。
例
年
通
り

の
雪
が
あ
れ
ば
ス
テ
ー
ジ
造
り
も
計
画
通

り
に
進
む
ん
だ
け
ど
、
雪
が
な
い
た
め
に

造
り
方
も
工
夫
し
ま
し
た
。
ダ
ン
プ
約
１
、

５
０
０
台
の
雪
を
ロ
ー
タ
リ
ー
で
積
み
上

げ
ま
し
た
が
、
気
温
が
高
い
の
で
雪
が
ザ

ク
れ
て
い
て
固
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
14

年
ほ
ど
ス
テ
ー
ジ
造
り
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
ん
な
に
造
り
づ
ら
い
の
は
初

め
て
。
十
日
町
は
「
雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
」

で
す
か
ら
ね
。
そ
の
威
信
に
か
け
て
も
成

功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の

手
で
歴
史
を
重
ね
て
き
ま
し
た
か
ら
、
雪

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
挫
折
で
き
ま
せ
ん

よ
。（
１
月
31
日
談
）

苦
労
が
実
り
、
両
会
場
と
も
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

２
月
16
日
F
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
「
第
58

回
十
日
町
雪
ま
つ
り
」。
記
録
的
な
少
雪
の
中
、
市
民
の
創

意
が
結
集
さ
れ
た
雪
の
祭
典
は
、
延
べ
23
万
人
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
各
地
で
行
わ
れ
た
催
し
な
ど
を
、
写
真
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

観
て
歩
き�

雪
ま
つ
り

雪まつりの幕開けを告げる「オープニングフェスティバル2007」

では華麗なきものファンタジーワールドや電撃ネットワークのライ

ブなどが行われ、会場は大いに盛り上がりました。最後に十日町市

観光大使のアニマル浜口さんが登場し、「気合いだー！10連発」の後、

一斉に色とりどりの風船が解き放たれ、空高く飛んでいきました。

東小学校マーチングバンド部の演奏 交流都市のミス紹介

雪まつりに出たいのみんな来い！
市内外から集まった６組のアマチュアパフォー
マ－が多彩な演技を披露。締めくくりはスペシ
ャルゲストのベストパートナー

気合いだー！

今年もアニマ
ル浜口さんの

気合いが会場
をわかせまし

た

ウェルカム
セレモニー
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繭の会の皆さんによるきものショー

アルビレック
スチアリーダ

ーズと十日町
小学校６年生

の

児童によるチ
アダンス

優雅にいっぷくできる「雪上茶席」は人気スポットです

雪リンピック in あてま
今年で10回を迎えた雪リンピック。ベルナティオの宿泊者を
はじめ市内外からのたくさんの参加者で盛り上がりました

例年の規模となった「雪上カーニバル」会場には

約３万人が詰めかけ、雪と光と音が織りなす幻想的

な雰囲気の中で「歌謡ショー」「きものショー」「チ

アダンス」「雪花火」などに酔いしれていました。

雪まつり十日町踊り隊の皆さんによるよさこいソーラン踊り

市内25か所に設けられた「おまつりひろば」は、

どれも地域の特徴が現れたユニークなものばかり。

「雪まつりを楽しもう」の意気が感じられます。

つ
ま
り
ひ
ろ
ば

郷土芸能と民謡の祭典
地域文化の香り高い芸能を熱演

雪
上
ち
び
っ
こ

レ
ス
リ
ン
グ
道
場

ア
ニ
マ
ル
浜
口
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
気
合
い
を
入
れ
て
レ

ス
リ
ン
グ
の
練
習
！

市内各地で見られた個性的な雪だるま

妻
有
焼
展
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
）

杉林の中を淡く照らす幻想的なスノーランタン坂
石
ぼ
と
け
ひ
ろ
ば

城
之
古
ひ
ろ
ば

第18回ツマリアンボール選手権大会
十日町市が発祥のこの競技には、市内外から57チーム
が参加し、熱戦を繰り広げました

第
26
代
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

味
原
孝
美
さ
ん
（
左
・
十
日
町
市
）、
須
田
明

子
さ
ん
（
中
・
魚
沼
市
）
と
太
田
真
由
美
さ

ん
（
右
・
十
日
町
市
）
が
栄
え
あ
る
26
代
ミ

ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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十日町商工会議所会頭賞
「グレート・オブ・ジャングル」
（アウト・ドア・ファミリー４クラブ）

十日町市観光協会長賞
「里山に祈る！大地の祭り」

（愛ing下条）

十日町市議会議長賞
「命」

（学校町１丁目町内会）

十日町農業協同組合長賞
「あっちってば！」

（三春会）

十日町市商店街振興組合連合会長賞
「海へ」

（ひのスノーマン）

十日町織物工業協同組合理事長賞
「越後瞽女（ごぜ）」
（水沢雪まつり会）

新潟県建設業協会十日町支部長賞
「おいでよ 動物の森」
（城之古青年会）

十日町市文化協会連合会長賞
「われらが里に福が来た！」

（関浅　四季の会）

十日町ロータリークラブ賞
「春を見付けた男の力」
（上新田青壮年会）

十日町平成ライオンズクラブ賞
「ドリームトレイン」

（田麦有志と日本大学芸術学部）

十日町青年会議所理事長賞
「亥の家　亥ェーイ」

（ゆきゆきボンバーYeah!）

十日町北ロータリークラブ賞
「 裁 き 」

（真生会・鉢応援隊）

地元新聞社賞
「ネバーエンディングストーリー」

（十日町青級ホーム）

キリンビール賞
「とびだせ…絵本」

（南新田町１・２・３丁目合同）

ほくほく線賞
「カリブ海　SOS」
（下条いなかっぺ大将）

審査員賞
「あてま美術館 ヴィーナスを守るペルセウス」

（望みの郷　新墾会）

三国コカ・コーラボトリング賞
「干～っ支！　最終章！！」

（川治内後町内会）

審査員賞
「昭和の玩具箱」

（北新会with新田イベント研究所）

十日町市長賞
「gaia symphony（ガイア シンフォニー）」

（本町１丁目四区合同）

十日町市長賞
「天空の城ラピュタ」
（本町7丁目・三和町町内会）

特
別
表
彰
団
体

十日町地域森林組合長賞
「あてまの息吹」

（㈱当間高原リゾート）

三春会

晒青会

鉢真生会

十日町市職員互助会

関浅 四季の会・㈱カネタケ
建設・㈱当間高原リゾート

連続出品５年

連続出品10年

通算出品15年

通算出品25回

通算出品35回

雪まつりの原点「雪の芸術展」には、芸術

部門30点、特別部門12点、学童部門20点の計

62点が出展されました。芸術部門の審査会は

16日Fの夜、２隊にわかれて行われました。

入賞22作品を紹介します。

十日町ライオンズクラブ賞
「小力もキレる飲酒運転！シャーこらー！」

（十日町市職員互助会）
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スキー王国�十日町Zスキー王国�十日町Z
児玉翔平選手（吉田中）

※入賞者（10位以内）、○の中の数字は順位

【第44回全国中学校スキー大会】

▼女子３㎞クラシカル＝⑦齋木麻利奈（吉田中１年）⑧野

上茉弥（吉田中２年）▼男子５㎞クラシカル＝②児玉翔平

（吉田中３年）④宮沢大志（水沢中３年）⑨春日菖吾（吉田

中２年）▼男子５㎞フリー＝①児玉翔平④宮沢大志⑧小林

洋介（下条中２年）▼女子４×３㎞リレー＝①新潟県（１

走、野上茉弥）▼男子５×４㎞リレー＝⑤新潟県（３走、宮

沢大志・４走、児玉翔平）

【第56回全国高等学校スキー大会】

▼女子10㎞フリー＝⑧本山育未（小出高１年　松之山中出

身）⑨中島由貴（十日町総合高１年）⑩恩田紫央里（十日

町総合高２年）▼男子15㎞フリー＝③中島有基（十日町総

合高３年）▼女子５㎞クラシカル＝小林祐佳（十日町高２

年）▼男子10㎞クラシカル＝⑦村山草太（小出高３年　松

大活躍の児玉選手

新潟県女子リレーチーム
（１走・野上茉弥選手（吉田中））

之山中出身）⑩中島有基▼女子15㎞リレー ④十日町高（恩

田悠（３年）・小林祐佳・桑原麻里（２年））⑤十日町総合

高（田村真理（３年）・恩田紫央里・中島由貴）▼男子40㎞

リレー＝③小出高（村山草太）⑥十日町総合高（高橋渉（２

年）・中沢建太（３年）・緒方恭介（１年）・中島有基）

【第62回国民体育大会冬季大会スキー大会】

▼少年男子10㎞クラシカル＝⑧村山草太▼成年男子Ｃ５

㎞クラシカル ＝①佐藤昭則（十日町消防署）▼少年女子５

㎞クラシカル＝②本山育未⑩宮尾彩子（十日町総合高１年）

▼成年女子Ａ５㎞クラシカル＝③関谷有希（日本大学　松

代中出）④丸山智恵（日本大学　吉田中出）⑧小林美貴（日

本大学　下条中出）▼成年男子40㎞リレー＝④新潟（１走、

桑原慎太郎（日本大学　水沢中出））▼小年男子40㎞リレ

ー＝①新潟（２走、中島有基）▼女子20㎞リレー＝①新潟

（３走、丸山智恵）

全国大会で十日町勢が大活躍！

全国中学校スキー
フリー優勝

女子４×３㎞
リレー優勝

力走する野上選手

成
年
男
子
Ｃ
５
㎞
で
優
勝
の
佐
藤
選
手

少
年
男
子
40
㎞
リ
レ
ー
優
勝
の
中
島
選
手

第44回全国中学校スキー大会が（２月６日C～９日F）長野県野沢温泉村で、第56回全国高等学校スキー大

会（２月２日F～６日C）が富山県南砺市で、また、第62回国民体育大会冬季大会スキー競技会（２月10日G

～２月13日C）が秋田県鹿角市で開催されました。選手たちの活躍をお知らせします。（敬称略）

第44回全国中学校スキー大会

で、児玉翔平選手（吉田中３年）

が男子５㎞フリーで見事優勝し

ました。児玉選手はフリーのほ

かにも男子５㎞クラシカルで２

位、男子５×４㎞リレーでも、

新潟県チームのアンカーとして

５位に食い込むなど、大活躍し

ました。児玉選手は「１年生の

ときから目標だった優勝ができ、

本当にうれしいです。両親と周

りの人たちが自分を支えてくれ

たおかげだと思います」と話し

ました。

また、女子４×３㎞リレーで

も、野上茉弥選手（吉田中２年）

が１走として出場し、新潟県チ

ーム７連覇に大きく貢献しまし

た。

第62回国民体育大会冬季大

会スキー競技会成年男子Ｃ５

㎞クラシカルで、佐藤昭則選

手（十日町消防署）が見事優

勝しました。佐藤選手は「こ

のクラスに出場して３年目、

今の自分の実力を考えて、今

回が優勝できるラストチャン

スと思っていました。本当に

よかったです」と話しました。

ほかにも少年男子40㎞リレー

で中島有基選手（十日町総合

高３年）が２走で出場した新

潟県チームが優勝。女子20㎞

リレーでも丸山智恵選手（日

大　吉田中出）が３走で出場

した新潟県チームが見事連覇

を果たしました。

佐藤昭則選手（十日町消防署）

新潟県 ２走、中 島 有 基
（十日町総合高）

冬季国体成年男子Ｃ
５㎞クラシカル優勝

少年男子40㎞
リレー優勝

新潟県 ３走、丸 山 智 恵
（日本大学）

女子20㎞
リレー優勝

天皇杯第85回全日本スキー選手権大会が２月15日E～19日Bに開催

されました。新潟県では47年ぶり、十日町市では初の開催で、３年連

続で行われるクロスカントリースキー全国大会の皮切りとなる大会でも

あります。吉田中学校体育館で行われた歓迎セレモニー・開会式では、

十日町ならではのきものショーなどで選手を歓迎。また、競技では国内

トップ選手による熱いレースが展開されました（敬称略）。

ス
タ
ー
ト
直
後
の
上
り
坂
を
駆
け
上
が
る
選
手
た
ち

（
男
子
15
㎞
フ
リ
ー
／
２
月
16
日
）

全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
開
催
Z

天皇杯をかけて争った男子４×10㎞リレーでは、
陸自冬戦教Ａ（北海道）が５連覇を達成

十
日
町
勢
の
成
績

耐久レースとなったクラシカル競技ではコーチも走る！
（男子50㎞クラシカル／２月19日）

※
入
賞
者
（
10
位
以
内
）
◯
の
中
の
数
字
は
順
位

▼
男
子
15
㎞
フ
リ
ー
＝
④
野
上
幸
寿
（
Ｊ
Ｒ
北
海

道
・
十
日
町
高
出
）
⑥
宮
澤
健
二
（
高
田
自
衛
隊
・

松
代
高
出
）
⑨
中
島
有
基
（
十
日
町
総
合
高
３
年
）

▼
女
子
10
㎞
フ
リ
ー
＝
⑤
本
山
育
未
（
小
出
高
１

年
・
松
之
山
中
出
）
⑧
中
島
由
貴
（
十
日
町
総
合

高
１
年
）
▼
男
子
50
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
＝
⑦
野
上
幸

寿
▼
女
子
３
×
５
㎞
リ
レ
ー
＝
④
十
日
町
総
合
高

（
宮
尾
彩
子
（
１
年
）・
恩
田
紫
央
里
（
２
年
）・
中

島
由
貴
）
⑤
十
日
町
高
（
小
林
祐
佳
（
２
年
）・
桑

原
麻
里
（
２
年
）・
恩
田
悠
（
３
年
））

開
会
式
で
は
、
地
元
吉
田
中
学
校
出
身
の
野
上
幸

寿
選
手
（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
）
が
力
強
く
選
手
宣
誓
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■歳出予算
性質別分析表

（総額344億5,682万円）

消

費

的

経

費

そ
　
　
の
　
　
他

普通建設事業費
53億7,005万円

（15.6％）

災害復旧事業費
14億2,228万円

（4.1％）

人　　件　　費
55億5,258万円

（16.1％）

物　　件　　費
41億9,965万円

（12.2％）

補　助　費　等
35億8,132万円

（10.4％）

扶　　助　　費
25億6,523万円

（7.4％）

維 持 補 修 費
12億9,364万円

（3.7％）

公　　債　　費
56億5,899万円

（16.4％）

繰　　出　　金
27億1,303万円

（7.9％）

貸　　付　　金
20億5,492万円

（6.0％）

積立金・出資金・予備
費

4,513万円
（0.1％）

投
資
的
経
費

（19.7％）

（49.9％）

（30.4％）

■市債の状況
（18年度末残高見込み）

■市税の収入済額
（収納率86.9％）

430億3,271万円

4,145万円

61億8,234万円

209億2,382万円

44億1,889万円

19億3,560万円

765億3,481万円

一 般 会 計

国民健康保
険特別会計

簡易水道
特別会計

下 水 道
特別会計

農業集落排水
事業特別会計

水道事業
会　　計

計

市　民　税

60.4%

27.6%

6.3%

2.5%

2.5%

0.7%

100.0%

35億5,414万円

16億2,282万円

3億7,348万円

1億4,533万円

1億4,522万円

4,520万円

58億8,619万円

固定資産税

軽自動車税

市　町　村
た ば こ 税

入　湯　税

都市計画税

計

税　　目 税　　額 構成比

財政事情のお知らせ
十日町市

■特別会計予算の執行状況

36億4,729万円

3億1,189万円

47億2,335万円

30億4,577万円

5億2,657万円

14億7,882万円

3億7,906万円

141億1,275万円

32億0,172万円

2億7,380万円

44億7,314万円

36億9,606万円

4億6,968万円

11億0,747万円

2億3,707万円

134億5,894万円

57億7,887万円

4億4,506万円

72億8,650万円

50億6,416万円

13億6,407万円

33億3,010万円

6億5,779万円

239億2,655万円

国民健康保険

診　療　所
（川西・倉俣・中里・室野・松之山）

老　人　保　健

介　護　保　険

簡　易　水　道

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

計

会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 支 出 済 額

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
「
財
政
事
情
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
十
日
町
市
及
び
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
の
平
成
18
年
12
月
31
日
現

在
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■一般会計予算の執行状況

国庫支出金�
18億422万円�
             (5.2％）�

市  税�
60億�
3,590万円�
（17.5％）�

公債費　�
54億�
  3,098万円�
  （15.7％）�

商工費�
29億4,583万円�
       （8.5％）�

農林水産費 �
21億3,217万円�
　　　    （6.2％）�

総務費�
35億1,718万円�
　（10.2％）�

※諸収入は貸付金元利収入などです。

■一般会計予算の内訳 12月末予算

（歳入・歳出344億5,682万円）
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財政事情のお知らせ
十日町地域広域事務組合

◎会計別予算の執行状況

◎市町村別負担金状況

◎組合財産の状況

会　　計　　名 支 出 済 額 執行率収入率収 入 済 額予算現額

21億6,577万円

4,440万円

22億1,017万円

17億2,620万円

3,471万円

17億6,091万円

79.7％

78.2％

79.0％

15億8,867万円

3,202万円

16億2,069万円

73.4％

72.1％

73.3％

一 般 会 計

家畜指導診療所特別会計

合　　　計

会 計 名
市町村名 合　　　計 構成比家畜指導診療所特別会計一 般 会 計

13億3,800万円

2億7,236万円

16億1,036万円

754万円

853万円

1,607万円

13億4,554万円

2億8,089万円

16億2,643万円

82.7％

17.3％

100.0％

十 日 町 市

津　　南　　町

合　　　計

72,961.59㎡土　　　　地

20,624.67㎡建　　　　物

611万円基　　　　金

芸術作品そ の 他

◎組合債の現在高状況

金　　　額目　的（事業名）

1,581万円

1億8,161万円

26億9,383万円

1,364万円

4,730万円

29億5,219万円

消防庁舎建設事業

消防施設整備事業

地域総合整備事業

防 災 対 策 事 業

災 害 復 旧 事 業

計

※土地については、里創プラン用地を掲載。その他土
地は、施設所在市町より借地

◎災害発生及び出動（件） （平成18年４月１日～12月31日）

市町村
区　分 圏　域　外 合　　計津　南　町十 日 町 市

3 1

1 , 5 7 9

5 3

1 0 7

1 , 7 7 0

5

2 8 0

7

1 3

3 0 5

0

8

4

0

1 2

3 6

1 , 8 6 7

6 4

1 2 0

2 , 0 8 7

火災発生件数

救　急　出　動

救　助　出　動

その他の火災出動

合　　　計

◎家畜指導診療等実績 （平成18年４月１日～12月31日）

市町村
区　分 合　　　計津　南　町十 日 町 市

1 , 1 4 1 件

8 件

3 , 7 4 2 頭

4 , 8 9 1 あ

1 , 8 2 8 件

2 2 4 件

3 , 6 8 5 頭

5 , 7 3 7 あ

2 , 9 6 9 件

2 3 2 件

7 , 4 2 7 頭

1 0 , 6 2 8 あ

指導診療事業

家畜改良事業（受精卵取扱）

防　疫　事　業

合　　　計

人事行政事情のお知らせ
十日町市

十日町市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成17年度の人事行政の運

営等の状況について公表します。なお、公表項目の職員給与に関しては、平成17年度分につい

ては平成17年11月25日号の市報に、平成18年度分については平成18年12月25日号の市報に掲

載してあります。

１．任免の状況について

平成17年度（H17.4.1～H18.3.31）

の状況は、全体で退職者35人、採用

者10人となっています。

２．定員適正化計画について

平成18年３月に定員適正化計画を策定し、平成18年度から平成22年度までの５年間で職員数を57人削減し、709人にす

る目標を定めました。削減にあたっては「事務・事業の見直し」「民間への委託」「組織、機構の見直し」等を総合的に組み

合わせて、目標達成を目指します。

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（1）勤務時間の状況

全職員について、労働基準法の限度内である１日８時間、１週間40時間となっています。

（2）年次有給休暇の取得状況（平成17年）

年次有給休暇は、１年ごとに20日付与され、20

日を超えない範囲内の残日数は、翌年に繰り越す

ことができます。

（3）特別休暇等の導入状況

特別休暇は、結婚、出産、お悔み、その他特別な事情により勤務しないことが相当な場合、条例の定めるところにより

与えられる休暇です。（有給）

（4）介護休暇の取得状況（平成17年度）

介護休暇は、職員の家族を介護するため勤務しないことが相当な場合、条例の

定めるところにより６か月以内の期間で与えられる休暇です。（無給）

（5）育児休業等の取得状況（平成17年度）

育児休業は、法律に基づき条例の定めるところにより、職員が３歳に満たない

子を養育する必要がある場合において休業できる制度です。（無給）

※一部職場によっては時間差勤務を行っています。また平成19年度から休息時間は廃止されます。

①退職者の状況

区　　　分

定 年 退 職

勧 奨 退 職

普 通 退 職

そ の 他

合　　　　　計

区　　分

職　員　数

増　　　減

平成17年度

766

平成18年度

749

△ 17

平成19年度

742

△ 7

平成20年度

729

△ 13

平成21年度

720

△ 9

平成22年度

709

△ 11

計

△ 57

人　　数

７人

１４人

１３人

１人

３５人

②採用者の状況

区　　　分

上 級

中 級

初 級

教 育 職 員

合　　　　　計

人　　数

５人

２人

０人

３人

１０人

※市長部局に在職する一般職員を対象とした数字です。

１週間の正規
の勤務時間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間

休　息　時　間休憩時間終了時間

総取得日数

3,336日

全対象職員数

442人

平均取得日数

7.5日

17年度取得職員数

０　人

開始時間

12:00～12:15 15:00～15:1512:15～13:0017:158:30８時間40時間

17年度取得職員数

８　人

市報とおかまち『だんだん』平成19年2月25日号 12
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（2）懲戒処分の状況

懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、

地方公務員法第29条に規定されています。

懲戒処分には、戒告、減給、停職、免職の４種

類があります。

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

（1）厚生計画の状況（平成17年度）

（2）勤務成績の評定の状況

十日町市では職員の人材育成及び業務効率を増進させることを目的として、定期的（年２回、１月と７月）に勤務成績

の評価を行っています。

（1）職員の研修

十日町市では公務の基礎知識から高度な行政運営能力を養うため、新潟県市町村総合事務組合等が行っている研修を職

員に受講させています。平成17年度は151名の職員が各種研修に参加しました。

５．職員の研修及び勤務成績の評定

（2）公務災害等の状況

（平成17年度）

人事行政事情のお知らせ
十日町地域広域事務組合

懲戒処分者数（平成17年度）

免　職

１人

区　分

認定請求の状況

公務災害

10件

通勤災害

０件

厚生制度

共済制度

事　　業　　名

定期健康診断

人間ドック

メンタルヘルス研修会

短期給付

長期給付

福祉事業

事　　業　　内　　容

定期健康診断及び事後指導等

人間ドック、脳ドック

メンタルヘルス対策の研修会

保健給付（医療保険）、休業給付等

退職共済年金、障害共済年金、遺族共済年金等

貸付事業、保健事業、宿泊施設運営等

停　職

０人

減　給

０人

戒　告

１人

合　計

２人

５．職員の福祉及び利益の保護の状況

（1）厚生計画の状況（平成17年度） （2）公務災害等の状況

（平成17年度）区　分

認定請求の状況

公務災害

５件

通勤災害

０件
厚生制度

共済制度

事　　業　　名

定期健康診断

人間ドック

B型肝炎検査、予防接種

特定業務従事者検診

短期給付

長期給付

福祉事業

事　　業　　内　　容

定期健康診断及び事後指導等

人間ドック、脳ドック

消防職員を対象とする検査

特定業務従事の消防職員を対象とする検診

保健給付（医療保険）、休業給付等

退職共済年金、障害共済年金、遺族共済年金等

貸付事業、保健事業、宿泊施設運営等

（2）懲戒処分の状況

懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、

地方公務員法第29条に規定されています。

懲戒処分には、戒告、減給、停職、免職の４種

類があります。

（2）勤務成績の評定の状況

十日町地域広域事務組合では職員の人材育成及び業務効率を増進させることを目的として、定期的（年２回、１月と７

月）に勤務成績の評価を行っています。

（1）職員の研修

十日町地域広域事務組合では消防救急技術を養うため、新潟県消防学校等が行っている研修を職員に受講させています。

平成17年度は24名の職員が各種研修に参加しました。

４．職員の研修及び勤務成績の評定

懲戒処分者数（平成17年度）

免　職

０人

停　職

０人

減　給

０人

戒　告

０人

合　計

０人

十日町地域広域事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成17年度の人事行政の

運営等の状況について公表します。なお、公表項目の職員給与に関しては、平成17年度分については平成17

年11月25日号の市報に、平成18年度分については平成18年12月25日号の市報に掲載してあります。

１．任免の状況について

平成17年度（H17.4.1～H18.3.31）

の状況は、全体で退職者３人、採用

者４人となっています。

（3）特別休暇等の導入状況

特別休暇は、結婚、出産、お悔み、その他特別な事情により勤務しないことが相当な場合、条例の定めるところにより

与えられる休暇です。（有給）

（4）介護休暇の取得状況（平成17年）

介護休暇は、職員の家族を介護するため勤務しないことが相当な場合、条例の

定めるところにより６か月以内の期間で与えられる休暇です。（無給）

（5）育児休業等の取得状況（平成17年）

育児休業は、法律に基づき条例の定めるところにより、職員が３歳に満たない

子を養育する必要がある場合において休業できる制度です。（無給）

①退職者の状況

区　　　分

定 年 退 職

勧 奨 退 職

普 通 退 職

そ の 他

合　　　　　計

人　　数

１人

１人

０人

１人

３人

②採用者の状況

（1）分限処分の状況

分限処分とは、法律又は条例に定められた事由に該当した場合に、職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたら

す処分のことをいい、地方公務員法第28条に規定

されています。

分限処分には降任・免職・休職・降給の４種類

があります。

３．職員の分限及び懲戒の状況

区　　　分

消 防 士 上 級

消 防 士 中 級

消 防 士 初 級

合　　　　　計

人　　数

１人

０人

３人

４人

17年取得職員数

１　人

17年取得職員数

０　人

分限処分者数（平成17年度）

降　任

０人

免　職

０人

休　職

０人

降　給

０人

合　計

０人

（1）分限処分の状況

分限処分とは、法律又は条例に定められた事由に該当した場合に、職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたら

す処分のことをいい、地方公務員法第28条に規定

されています。

分限処分には降任・免職・休職・降給の４種類

があります。

４．職員の分限及び懲戒の状況

分限処分者数（平成17年度）

降　任

０人

免　職

０人

休　職

５人

降　給

０人

合　計

５人

２．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（1）勤務時間の状況

全職員について、労働基準法の限度内である１日８時間、１週間40時間となっています。

※消防職の交替制勤務職員は１当務あたり16時間であり、３交替制でローテーション勤務となっています。

１週間の正規
の勤務時間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間

休　息　時　間休憩時間終了時間開始時間

12:00～12:15 15:00～15:1512:15～13:0017:158:30８時間40時間

（2）年次有給休暇の取得状況（平成17年）

年次有給休暇は、１年ごとに20日付与され、20

日を超えない範囲内の残日数は、翌年に繰り越す

ことができます。
※９月以上在職した職員を集計

総取得日数

989.3日

全対象職員数

121人

平均取得日数

8.1日
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「
松
代
雪
ほ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
０
７
」

で
は
、
当
初
７
日
間
の
日
程
の
う
ち
、
４

日
間
は
民
家
な
ど
の
屋
根
の
雪
掘
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
暖
冬
で
雪
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

実
現
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
松
代
フ
ァ

ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
整
備
や
十

日
町
雪
ま
つ
り
の
会
場
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ひ
ろ
ば
）
の
雪
運
び
な
ど
に
切
り
替
え
、

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
多

く
の
学
生
が
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
を
持
つ
の
も

か
ん
じ
き
を
履
く
の
も
初
め
て
。
初
日
に

し
っ
か
り
講
習
を
受
け
て
の
作
業
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
松
代
小
学
校
訪
問
や
松
代

高
校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
民
泊
、
住

民
と
の
交
流
事
業
な
ど
で
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
い
っ
ぱ
い
。
充
実
し
た
一
週

間
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

催
し
を
主
催
し
た
ま
つ
だ
い
早
稲

田
じ
ょ
ん
の
び
ク
ラ
ブ
は
早
稲
田
大

学
の
学
生
で
組
織
す
る
交
流
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
（
９
人
）

で
す
。
結
成
し
て
２

年
。
そ
の
い
き
さ
つ
を
代

表
の
星
野
翔
一
さ
ん
（
第

二
文
学
部
２
年
・
21
歳
）

は
、「
日
ご
ろ
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
松
代
の
皆
さ

ん
に
何
か
恩
返
し
し
よ
う

と
、
以
前
か
ら
雪
掘
り
ツ

暖
冬
で
「
雪
ほ
り
」
が

「
雪
ま
つ
り
」
に

未
来
の
自
分
が
見
え
た

ア
ー
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
も
っ
と

継
続
的
に
地
域
に
か
か
わ
れ
な
い
か
と
２

年
前
か
ら
肥
料
ま
き
や
稲
刈
り
な
ど
農
業

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
取
り
入
れ
て
今
の
形
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
自
分
た
ち
の
プ
ラ
ス
に

な
り
、
地
元
の
人
た
ち
も
喜
ん
で
く
れ
た

ら
一
番
い
い
で
す
ね
」。

前
述
の
よ
う
に
、
雪
が
ほ
と
ん
ど
な
い

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
多
く
は
十

日
町
雪
ま
つ
り
会
場
の
整
備
を
す
る
こ
と

に
。
か
ん
じ
き
を
履
い
て
会
場
の
雪
を
踏

み
固
め
た
り
、
雪
の
壁
を
削
っ
て
広
場
に

敷
き
な
ら
し
た
り
と
、
そ
こ
そ
こ
の
重
労

働
を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
の
一
人
、
後
藤
涼
子
さ

ん（
教
育
学
部
２
年
・
20
歳
）の
感
想
で
す
。

夏
に
授
業
で

カ
ン
ボ
ジ
ア
に

行
っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味

を
持
ち
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

応
募
し
ま
し
た
。

屋
根
の
雪
下

し
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ス
ノ
ー
ダ

ン
プ
の
使
い
方
を
覚
え
ら
れ
た
の
が
う
れ

し
い
で
す
。
か
ん
じ
き
の
履
き
方
一
つ
を

と
っ
て
も
奥
深
い
技
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

運
動
不
足
も
解
消
さ
れ
、
ご
は
ん
が
と
っ

て
も
お
い
し
く
て
楽
し
い
で
す
。（
笑
）

２月５日Bから11日Aにかけて、早稲田大学の学生による

「松代雪ほりプログラム」（まつだい早稲田じょんのびクラブ主

催）が松代地域を中心に開催され、ボランティアや学校訪問、

地域との交流事業などをとおして相互理解を深めました。

これは、約20年前から蒲生地内に設置されている同大学の

セミナーハウスの活動をベースに、新たな交流の方向を見い出

そうと行われているもので、学生31人が参加しました。

２
月
７
日
d
は
、
県
立
松
代
高
等
学
校

（
佐
藤
謙
一
校
長
）
を
訪
問
。「
せ
っ
か
く

松
代
に
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、
年
令
の
近

い
高
校
生
に
現
役
の
大
学
生
の
姿
を
見
せ

て
あ
げ
て
」
と
い
う
佐
藤
校
長
の
ラ
ブ
コ

ー
ル
に
応
え
て
、
１
・
２
年
生
全
員
（
学

年
別
）
を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
で
の
授
業
の
あ
り

方
や
普
段
の
学
生
生
活
、
相
互
の
素
朴
な

質
問
な
ど
を
、
発
表
や
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク

な
ど
の
方
法
で
展
開
。
２
年
生
（
71
人
）

対
象
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大
塚
拓
三
さ

ん
（
第
二
文
学
部
２
年
・
26
歳
／
ト
ッ
プ

写
真
）
の
軽
妙
な
進
行
で
会
場
は
終
止
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
生
徒
（
２
年
生
）
の
声
で
す
。

市
川
め
ぐ
み
さ
ん

想
像
し
て
い
た
よ

り
大
学
生
は
大
人
に
感
じ
ま
し
た
。
進
学

志
望
な
の
で
は
げ
み
に
な
り
ま
す
。

井
上
夏
未
さ
ん

大
学
の
イ
メ
ー
ジ
が

つ
か
め
て
、「
未
来
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」
っ
て
感
じ
で
す
。

相
沢
健
太
さ
ん

大
学
生
と
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
て
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
る

い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

▼
学
生
の
声
で
す
。

遠
藤
麻
美
さ
ん
（
第
一
文
学
部
２
年
・

20
歳
）

同
世
代
の
人
た
ち
と
の
会
話
は

緊
張
感
が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。
都
会
へ

の
あ
こ
が
れ
も
あ
る
け
ど
、
み
ん
な
「
地

域
が
大
好
き
な
ん
だ
」
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、
地
域
住

民
と
の
対
話
や
懇
親
の
機
会
が
数
多
く
あ

り
、
学
生
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か

ら
「
過
疎
」「
高
齢
化
」「
中
山
間
地
」「
雪

国
」「
希
望
」「
生
き
が
い
」
を
考
え
、
感

じ
取
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

蒲
生
集
落
区
長
の
山
岸
重
雄
さ
ん
（
68

歳
）
は
、
「
若
い
人
が
い
な
く
な
っ
て
10

年
後
が
心
配
で
す
。
雪
が
降
ら
な
い
と
こ

ろ
で
も
過
疎
化
は
進
ん
で
い
る
の
で
国
の

政
策
が
影
響
し
て
い
る
の
か
な
。
で
も
、

学
生
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
は
、
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
刺
激
に
な
り
ま
す
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
と
地
域
の
縁
。
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

横一線に並んで雪まつりコミュニティひろば（十日町高校グラウンド）
の雪踏み（２月７日D）

スノーダンプの使い方も板につきました
（２月10日G）

２月９日f、早稲田セミナーハウス（蒲生）で、

早稲田大学の学生にもっと松代地域を知ってもら

おうと講演会とワークショップが開かれました。

初めに新潟県自然観察指導員の松山金一さん（松

代・63歳）が「越後松代の自然」と題して講演

し、松代の地形や地質、気候や植物など幅広い内

容をスライド映写を交えながら解説しました。

学生からは「冬の間は何をしていますか」「棚田

を守る知恵はありますか」などの質問が出され、松

山さんは、「高齢化が進んで本当に困っています。

棚田を守ってもらえる人が来てくれるとありがた

い」などと答えていました。

続いて蒲生集落の住民が加わり、集落で抱えて

いる農業や過疎化の問題について学生とグループ

になって話し合いました。話し手は、「１人きりの

家庭が多くなってきている」「この辺は鍵もかけな

いし垣根も作らない。信頼関係が強い」「働くとこ

ろがない。嫁がいないし、遊ぶところもない」と

それぞれが感じていることを語りました。学生も

真剣なまなざしで聴き入り、「Ｉターンを進めるイ

ベントを企画してはどうか」「名水を売り出しては

どうか」などの提案をしていました。

松代特別講座 松代高校２年生と早稲田大学の学生たちと
の交流（２月７日D）

松代特別講座
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

平
成
18
年
は
19
年
ぶ

り
の
大
雪
、
明
け
た
平

成
19
年
は
18
年
ぶ
り
の

暖
冬
で
１
月
29
日
の

朝
、
平
地
で
50
セ
ン
チ

以
下
の
雪
の
中
を
歩
い

て
い
た
ら
イ
タ
ヤ
の
木

の
枝
に
ウ
ス
タ
ビ
ガ
の

繭
が
下
が
っ
て
い
る
の

が
見
え
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
山
繭
に
属

す
る
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
、
ク
ス
サ
ン
、
イ
ラ
ガ

に
こ
の
ウ
ス
タ
ビ
ガ
の
繭
が
見
か
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

少
し
前
ま
で
、
凍し

み
た
ヤ
ブ
渡
り
を
す

る
と
、
必
ず
幾
つ
か
発
見
さ
れ
て
、
珍
し

く
は
な
い
も
の
で
し
た
が
、
近
年
め
っ
き

り
目
に
止
ま
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。

平
成
15
年
の
初
夏
、
ク

ス
サ
ン
が
大
発
生
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
来
プ
ッ
ツ

リ
と
姿
を
消
し
た
ま
ま
と

は
不
思
議
な
こ
と
で
す
。

地
球
の
異
常
気
象
が
原

因
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
杞き

憂ゆ
う

を
抱
か
せ
る
山
繭
の
減

少
傾
向
で
す
。
ウ
ス
タ
ビ
ガ
の
緑
色
の
繭

が
懐
か
し
い
で
す
。（
文
　
高
橋
八
十
八
）

山
　
　
繭

自分の思い（ハート）を込めたロウソク

をハート型の雪像にともせば、きっと願い

がかなったり、思いが届くことでしょう。

ハート型の雪像をキャンドルでいっぱいに

する企画です。当日会場で受付を行います。

ハート in ハート

２
月
２
日
f
、
松
代
保
育
園
で
豆
ま
き

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
保
育
園
の
玄
関
や

部
屋
の
入
り
口
に
は
鬼
の
嫌
う
鰯

い
わ
し

と
ヒ
イ

ラ
ギ
が
飾
っ
て
あ
る
た
め
、
鬼
は
保
育
園

の
中
に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
悪
い

子
は
い
ね
か
ー
」
と
大
声
を
上
げ
な
が
ら

園
の
外
を
歩
き
回
り
ま
し
た
。

園
児
た
ち
が
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
鬼
に
向
か

っ
て
「
鬼
は
外
！
」
と
元
気
な
か
け
声
で

一
斉
に
豆
を
投
げ
る
と
鬼
は
退
散
し
、
園

児
た
ち
は
大
喜
び
。
そ
の
後
、
保
育
園
の

先
生
が
「
鬼
は
退
治
で
き
た
の
で
、
次
は

み
ん
な
の
心
の
中
の
お
こ
り
ん
ぼ
う
の

鬼
・
泣
き
虫
鬼
・
風
邪
や
病
気
す
る
鬼
を

追
い
払
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
、
地

元
老
人
ク
ラ
ブ
の
年
女
の
お
婆
ち
ゃ
ん
４

人
が
、
福
の
神
に
な
っ
て
豆
や
あ
め
玉
を

ま
く
と
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
作
っ
た

鬼
の
面
を
付
け
て
夢
中
に
な
っ
て
拾
い
ま

し
た
。
見
て
い
る
園
児
た
ち
も
、「
鬼
は

外
！
福
は
内
！
」
「
が
ん
ば
れ
！
」
な
ど

の
声
援
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

松
代
保
育
園
で
豆
ま
き

みんなで福の神が投げる豆やあめを拾いました

こ
こ
ろ
の
鬼
も

追
い
払
え
！

鬼は保育園に入れず退散

松
代
保
育
園
で
豆
ま
き

山　繭

昨
年
の
大
地
の
芸
術
祭
で
大
変
に
ぎ
わ

っ
た
星
峠
集
落
に
、
２
月
２
日
f
、
大
地

の
芸
術
祭
の
作
家
が
訪
れ
再
会

を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
訪
れ
た

の
は
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ
イ
ス
デ

ー
ル
か
ら
参
加
し
た
「
７
人
の

侍
」
の
メ
ン
バ
ー
の
ニ
ナ
・
ポ

ー
プ
さ
ん
と
、「
無
音
花
畑
」
を

作
成
し
た
丸
山
純
子
さ
ん
。

ニ
ナ
さ
ん
た
ち
は
、
大
き
な

か
ま
く
ら
の
中
で
、
ワ
ラ
の
入

れ
物
に
煮
物
を
詰
め
た
「
つ
っ

と
こ
」
な
ど
の
郷
土
料
理
を
味

わ
い
な
が
ら
、
当
時
の
話
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ニ
ナ
さ
ん
の
勤
め
先
の
大
学
か

ら
い
っ
し
ょ
に
来
た
学
生
た
ち
は
、
棚
田

の
見
学
や
雪
ほ
り
体
験
を
し
た
り
、
地
元

の
人
と
花
札
を
楽
し
ん
だ

り
し
て
日
本
の
田
舎
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。
４
月

に
は
グ
ラ
イ
ス
デ
ー
ル
へ

星
峠
の
人
た
ち
が
招
待
さ

れ
て
い
て
、
数
人
で
訪
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
グ
ラ
イ
ス
デ
ー
ル
に

は
山
菜
料
理
な
ど
を
持
っ

て
い
き
、
交
流
を
深
め
て

き
ま
す
。

芸
術
祭
が
つ
な
ぐ
交
流

つっとこを囲んで再会を喜ぶ

キャンドルで埋め尽くされたハート

・
食
の
の
れ
ん
街
オ
ー
プ
ン（
11
時
半
〜
）

・
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
　
Ｎ
Ｉ
Ｃ
サ
ッ

カ
ー
教
室
（
13
時
30
分
〜
15
時
）

◆
夕
方
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト

・
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
（
18
時
〜
）

・
た
い
ま
つ
滑
降
＆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
メ
モ

リ
ー
花
火
（
18
時
50
分
）

・
お
ど
れ
や
お
ど
れ
雪
原
で
！（
19
時
〜
）

・
雪
原
ラ
イ
ブ
　
ゲ
ス
ト
「
ベ
ス
ト
パ
ー

ト
ナ
ー
」（
19
時
40
分
〜
）

・
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ

福
ま
き

（
20
時
15
分
〜
）

・
メ
モ
リ
ー
花
火
打
上
げ（
20
時
30
分
〜
）

※
少
雪
の
影
響
で
一
部
内
容
や
時
間
に
変
更
が

出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

第
　
回
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル

な
か
さ
と
２
０
０
７

今
年
も
幻
想
的
な
光
景
が
広
が
り
ま
す

〜

イ
ベ
ン
ト
情
報

〜

◆
日
中
イ
ベ
ン
ト

・
雪
上
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
９
時
〜
12
時
）

・
Ｓ
ｎ
ｏ
ｗ
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ（
10
時
〜
16
時
）

・
Ｓ
ｎ
ｏ
ｗ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
13
時
〜
）

・
Ｓ
ｎ
ｏ
ｗ
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ（
10
時
〜
15
時
）

３
月
10
日
g
、
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー

場
で
、「
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と
２
０

０
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
春
の
訪
れ
を

感
じ
る
季
節
に
手
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
。

雪
原
に
広
が
る
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
は
見

る
人
に
感
動
を
与
え
ま
す
。

【問合せ】

雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と

２
０
０
７
実
行
委
員
会
事
務
局

（
中
里
支
所
地
域
振
興
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
７
６
３
｜
２
５
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
６
３
｜
２
０
４
４

【お願い】

会
場
へ
は
通
行
規
制
が
あ
り
ま
す

の
で
、
支
所
前
発
着
の
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

幻想的な
世界へ　

19

当
日
会
場
に
行
け
な
い
人
も
自
宅
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
を

設
置
し
て
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
！
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

点
火
実
施
期
日：

３
月
10
日
g

点
火
希
望
時
間：

午
後
６
時
か
ら
（
目

安
で
す
）

◆
参
加
方
法

中
里
地
域
内
に
設
置
す
る
キ
ャ
ン
ド

ル
配
布
ブ
ー
ス
に
て
簡
単
な
受
付
後
、

希
望
本
数
（
一
家
庭
10
本
以
内
）
を
差

し
上
げ
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

事
務
局
配
布
の
ロ
ー
ソ
ク
で
な
く
て
も

О
Ｋ
で
す
。

◆
キ
ャ
ン
ド
ル
配
布
ブ
ー
ス
設
置
場
所

中
里
支
所
・
ユ
ー
モ
ー
ル
・
ゆ
く
ら
妻

有
・
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

＊
３
月
９
日
f
ま
で
各
施
設
営
業
時
間

内
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

＊
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
で
す
。

◆
み
ん
な
で

キ
ャ
ン
ド
ル
記
念
写
真
展
！

ご
自
分
で
設
置
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
の

記
念
写
真
を
撮
っ
て
、
専
用
の
記
録
カ

ー
ド
に
貼
り
、
中
里
支
所
に
持
参
し
て

下
さ
い
。

＊
写
真
受
付
期
間：

３
月
12
日
b
〜
３

月
30
日
f

＊
写
真
サ
イ
ズ：

17
b
×
12
b
以
内
で

縦
横
問
い
ま
せ
ん
。

＊
記
録
カ
ー
ド：

キ
ャ
ン
ド
ル
配
布
ブ

ー
ス
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
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今
か
ら
ず
ー
っ
と
ず
ー
っ
と
昔

の
こ
と
。
遠
い
天
竺
の
国
か
ら
黄

金
づ
く
り
の
２
体
の
如
来
様
が
日

本
に
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
姉
妹

仏
で
し
た
。
一
つ
の
如
来
様
は
信

濃
の
国
に
ま
つ
ら
れ
、
大
き
な
お

寺
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
有
名

な
善
光
寺
で
す
。

も
う
一
つ
の
如
来
様
は
、
玄
海

と
い
う
え
ら
い
坊
さ
ん
が
背
負
っ

て
諸
国
を
ま
わ
り
、
お
ま
つ
り
す

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
探
し

て
い
ま
し
た
。太
古
の
昔
の
こ
と
、

道
な
き
道
を
か
き
分
け
、
オ
オ
カ

ミ
に
お
び
や
か
さ
れ
な
が
ら
の
苦

難
の
旅
で
し
た
。
だ
か
ら
、
玄
海

和
尚
が
山
を
越
え
谷
を
渡
っ
て
越

後
の
国
へ
た
ど
り
着
い
た
と
き
は
、

も
う
ふ
ら
ふ
ら
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、「
何
と
し
て
も
、
如

来
様
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
探
さ

ね
ば
」
と
老
体
に
む
ち
打
っ
て
歩

き
続
け
、
よ
う
や
く
田
沢
村
の
七

川
の
ほ
と
り
に
た
ど
り
着
い
た
と

き
、
と
う
と
う
力
尽
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。
如
来
様
を
背
負
っ
た
ま

ま
で
は
一
歩
も
歩
け
ま
せ
ん
。
か

と
い
っ
て
如
来
様
を
置
き
去
り
に

も
で
き
ま
せ
ん
。
玄
海
和
尚
は
最

後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
り
、
如
来
様

を
抱
い
て
よ
ろ
よ
ろ
と
池
の
ほ
と

り
ま
で
来
る
と
、「
如
来
様
、
で
は

ご
い
っ
し
ょ
に
。
な
む
あ
み
だ
ぶ

つ
…
」
と
唱
え
て
如
来
様
も
ろ
と

も
ざ
ん
ぶ
と
池
に
飛
び
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ず
ー
っ
と
時
は
流
れ
、

今
か
ら
三
百
年
ほ
ど
昔
の
こ
と
、

七
川
の
ほ
と
り
に
次
郎
兵
衛
と
い

う
ジ
サ
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
西

国
三
十
三
番
の
巡
礼
を
終
え
て
帰

っ
て
き
た
晩
の
こ
と
、
ジ
サ
の
枕

元
に
と
て
も
美
し
い
姫
が
現
れ
、

「
私
は
善
光
寺
如
来
の
姉
。池
の
底

を
見
よ
」
と
言
っ
て
す
う
っ
と
消

え
ま
し
た
。

翌
朝
ジ
サ
は
、「
は
て
、
夢
だ
っ

た
べ
か
」
と
首
を
か
し
げ
ま
し
た

が
、
姫
の
言
葉
が
気
に
な
っ
て
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
。
思
い
き
っ
て
池

に
行
っ
て
み
る
と
、
青
々
と
澄
ん

だ
水
面
は
波
一
つ
あ
り
ま
せ
ん
。

ジ
サ
は
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
、

念
仏
を
唱
え
な
が
ら
池
の
中
に
飛

び
込
み
ま
し
た
。
間
も
な
く
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
次
郎
兵
衛
ジ
サ

の
胸
に
は
金
色
に
輝
く
如
来
様
が

抱
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
ら
、
お
ご
っ
た
」「
あ
り
が

て
こ
っ
た
」
と
ム
ラ
中
大
騒
ぎ
に

な
り
、
池
の
ほ
と
り
に
お
堂
を
建

て
て
ご
本
尊
の
「
姉
如
来
」
を
ま

つ
り
、如
来
寺
と
名
付
け
ま
し
た
。

今
は
如
来
様
も
お
寺
も
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
如
来
寺
の
地
名
が
残

り
ま
し
た
。

「
姉
如
来
」の
巻（如

来
寺
）

佐
藤
亮
太
さ
ん
│
│
明
る
く
て
楽
し
く
て
に
ぎ

や
か
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
団
結
で
き
る
ク

ラ
ス
で
す
。
体
育
祭
の
と
き
は
気
持
ち
を
一
つ

に
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
結
果
は
負
け
て

し
ま
っ
た
け
ど
、
学
年
を
越
え
団
結
し
て
精
一

杯
頑
張
っ
た
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
優
勝

と
同
じ
。
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
と
は
卒
業
し
て
も

こ
の
先
ず
っ
と
仲
間
と
し
て
助
け
合
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

景
山
玲
子
先
生
│
│
３
年
生
に
な
っ
て
考
え
方

が
ず
い
分
大
人
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

周
り
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
最
近
は
受
験
生
と
し
て
集
中
力
も
つ
い
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
先
い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
と
き
に
は
挫
折
す
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
逆
に
そ
れ
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
て
乗
り
越
え
て
、
痛
み
の
わ
か
る
大
き

な
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

水沢中学校３年２組 20

クラス皆で団結して栄光をつかみ、最後には

自分自身の栄光をつかもうという思いを込めて

掲げたクラス目標は「ＧLORY」。どんなとき

でもどんな人にも明るくさわやかにあいさつし

ようと学校全体で「めざせ　あいさつ　日本一」

に取り組んでいます。植林55年を迎えた苗場山

麓に広がる学校林は、地域と学校がいっしょに

なって活動し守り続けている水沢中学校です。

日
本
の
歌
百
選

文
化
庁
は
１
月
14
日
a
、
公
募
の

中
か
ら
選
ん
だ
「
親
子
で
歌
い
つ
ご

う
　
日
本
の
歌
百
選
」
を
発
表
し
ま

し
た
。「
赤
と
ん
ぼ
」
の
よ
う
な
古
く

か
ら
の
歌
、「
高
校
三
年
生
」「
世
界

に
一
つ
だ
け
の
花
」
の
よ
う
に
テ
レ

ビ
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
一
世
を
風

び
し
た
歌
な
ど
が
並
ん
で
お
り
、
思

わ
ず
い
く
つ
か
を
口
ず
さ
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

孫
と
車
に
乗
る
と
き
や
、
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
み
た
い
な
と
き
に
歌
を
い

っ
し
ょ
に
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、な
か
な
か
歌
声
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
の
主
導
権
で
は
孫
が
歌
え
な

い
、
孫
に
合
わ
せ
る
と
私
が
わ
か
ら

な
い
。
結
局
、
い
っ
し
ょ
に
は
歌
え

な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
仕
方

が
な
い
と
嘆
き
つ
つ
、
さ
じ
を
投
げ

た
ま
ま
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
日
本
の
歌
百

選
」
の
新
聞
記
事
を
機
に
孫
と
話
し

て
み
る
と
知
っ
て
い
る
歌
も
あ
る
の

で
す
ね
。「
春
が
来
た
」「
わ
れ
は
海

の
子
」な
ど
け
っ
こ
う
多
い
の
で
す
。

簡
単
に
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
て
い
た

と
、
今
、
反
省
し
て
い
ま
す
。

家
庭
教
育
の
大
切
さ
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
、
家
族
の
き
ず

な
や
し
つ
け
を
深
め
る
方
法
と
し
て

歌
う
こ
と
も
と
っ
て
も
よ
い
方
法
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
歌
に
は
そ
れ

ぞ
れ
、
歌
詞
か
ら
想
像
で
き
る
た
く

さ
ん
の
風
景
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
歌
を
歌
っ
て
い
た
と
き
の
自
分

の
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
・
心
を
思
い

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
の
子
ど
も
は
知
ら
な
い
の
だ
と

後
ろ
向
き
に
な
ら
ず
、
い
い
歌
を
い

っ
し
ょ
に
歌
お
う
と
教
え
て
や
る
こ

と
も
大
切
。
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
込
ま

れ
た
歌
を
覚
え
る
努
力
も
必
要
。
そ

ん
な
中
か
ら
、
い
っ
し
ょ
に
家
族
で

歌
い
つ
な
ぐ
我
が
家
の
歌
も
生
ま
れ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

母
子
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が
浮

か
ん
で
く
る
よ
う
で
す
。

〈
二
十
〉

その20

VOL.18

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
評
価
委
員
会
検
討

部
会
は
、
再
開
す
る
企
画
提
案
会
の
評
価
委

員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
試
案
を
作
成
す
る

た
め
、
十
日
町
市
情
報
化
推
進
会
議
設
置
要

項
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
専
門

部
会
で
す
。

部
会
員
は
、
情
報
化
推
進
会
議
の
委
員
か

ら
選
ば
れ
た
次
の
９
人
で
す
（
敬
称
略
、
◎

は
部
会
長
、
○
は
副
部
会
長
）。

◎
澤
村
　
明
（
新
潟
大
学
経
済
学
部
助
教
授
）

○
金
子
　
淳
一
（
公
募
委
員
）

樋
口
　
　
誠
（
十
日
町
商
工
会
議
所
）

重
野
　
真
一
（
Ｊ
Ａ
十
日
町
企
画
課
長
）

村
山
　
幸
夫
（
十
日
町
地
域
協
議
会
）

峰
尾
　
二
郎
（
中
里
地
域
協
議
会
）

富
井
　
冨
士
子
（
総
合
計
画
審
議
会
）

小
川
　
信
彦
（
公
募
委
員
）

佐
藤
　
幸
夫
（
公
募
委
員
）

再
開
す
る
企
画
提
案
会
は
、
地
域
情
報
化

の
課
題
を
事
業
者
の
自
由
な
視
点
・
観
点
で

提
案
で
き
る
間
口
の
広
い
も
の
と
な
り
、
評

価
の
仕
方
な
ど
が
難
し
く
な
る
と
想
定
さ
れ

ま
す
。

今
回
設
置
さ
れ
た
検
討
部
会
で
は
、
再
開

す
る
企
画
提
案
会
で
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
者
選

定
が
で
き
る
よ
う
、評
価
委
員
会
の
職
務（
役

割
）
や
構
成
員
・
規
模
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

第
１
回
検
討
部
会
は
２
月
７
日
d
に
開
催

さ
れ
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
評
価
委
員
会
の
職

務
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
回
検
討
部
会
は
２
月
19
日
b
に

開
催
さ
れ
、
評
価
委
員
会
の
構
成
・
規
模
な

ど
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
２

回
の
検
討
部
会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
市
の
考

え
方
を
入
れ
、
２
月
26
日
b
に
開
催
さ
れ
る

第
３
回
検
討
部
会
で
最
終
的
な
試
案
が
ま
と

め
ら
れ
ま
す
。

部
会
で
作
成
さ
れ
た
試
案
は
、
３
月
５
日

b
に
開
催
さ
れ
る
第
11
回
地
域
情
報
化
推
進

会
議
に
提
案
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、

新
た
な
評
価
委
員
会
の
組
織
構
成
が
決
ま
り
、

３
月
中
旬
か
ら
は
仕
様
書
の
作
成
が
始
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
次
回
は
、
第
11
回
地
域
情
報
化
推
進
会
議
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
い
し
ょ
　
な
い
し
ょ

な
い
し
ょ
の
話
は
　
あ
の
ね
の
ね

に
こ
に
こ
　
に
っ
こ
り
、

ね
　
母
ち
ゃ
ん
　
…

■
評
価
委
員
会
検
討
部
会
を
設
置

■
部
会
の
構
成
（
敬
称
略
）

■
部
会
の
検
討
内
容

■
検
討
経
過

■
今
後
の
進
め
方
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平成18年度土砂災害防止に関する作品コンクールで、水沢

中学校３年生の津畑沙緒理さんが、国土交通大臣賞を受賞し

ました。これは同作品の県コンクールで最優秀賞を獲得し全

国大会に出場したもので、全国から出展した68作品の中から

見事第１席に選ばれました。受賞にあたり津畑さんは、「うれ

しかったです。作品は、土砂災害の資料を読んでイメージを

描き、災害が起き

る前兆を感じたら

すぐに避難してほ

しいという思いで

描きました。土砂

を黒い魔の手で表

現するのがむずか

しかったです」と

話していました。

なお、22日eには、

同中学校で国土交

通省から賞状の伝

達が行われました。

土砂災害防止ポスターで
国土交通大臣賞受賞Z

tokamachi topics

２月７日d、ひだまりプールの入館者が10万人に達しま

した。平成16年の開館以来営業826日目となったこの日、

見事10万人目となったのは市内新町新田の渡辺ヒサさん

（71歳）です。渡辺さんは、「プールが開館してからずっと

水中運動教室に通っています。教室は楽しいし、健康のため

にもこれからも続けていきたいです」と話していました。

同施設のオープンと同時に、高齢者健康運動普及協会にい

がた（関口陽子代表）がレインボー水中体操教室を開校。現

在ではアクアビスク教室やリハビリ教室など全29教室を運

営し、幼児から高齢者まで約800人が登録しています

２
月
16
日
f
〜
18
日
a
、
沖
縄
県
久
米
島
町

の
小
学
生
と
引
率
者
27
人
が
中
里
地
域
を
訪
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
今
回
で
32
回
目
を
迎
え
る
な

か
さ
と
交
流
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、合
併
で

町
村
名
が
変
わ
っ
た
現
在
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

初
日
の
歓
迎
式
で
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
子
ど

も
た
ち
で
す
が
、
２
日
目
は
受
け
入
れ
家
庭
ご

と
に
十
日
町
雪
ま
つ
り
を
見
学
し
た
り
、
な
か

さ
と
清
津
ス
キ
ー
場
で
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
に
挑

戦
し
た
り
し
て
、
久
米
島
で
は
味
わ
え
な
い
体

験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
の
夏
、
中
里
の
小

学
校
の
児
童
が
久
米
島
を
訪
ね
ま
す
。

ひだまりプール10万人達成！

雪
の
子
と
海
の
子
の
地
域
交
流

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

瀬戸内の子どもたちが雪を満喫

２月９日f～11日a、中条小学校で第11回「やまて・中条交流事

業」が行われ、岡山県総社市山手小学校の児童ら71人が来市し、中

条小学校の児童と交流しました。今年は市内にほとんど積雪がない状

態でしたが、温暖な瀬戸内海沿いに住む山手小の子どもたちにはグラ

ウンドにある20㎝の積雪も新鮮で、特にスノーモービルに興味津々

でした。10日gに行われた雪国体験交流で両小学校の児童は、お昼

までクロスカントリースキーを楽しみ、昼食には中条小学校の学校田

で作ったコシヒカリのおにぎりをおいしそうにほおばりました。その

後、雪国の遊び体験として雪玉的当てゲームや雪上でボールを使った

遊びを行い、子どもたちは大きな歓声をあげていました。

１
月
27
日
g
、
東
京
都
港
区
で
開
か
れ
た
第
36

回
日
本
農
業
賞
の
全
国
審
査
会
で
、
妻
有
畜
産
グ

ル
ー
プ
（
田
中
勤
代
表
／
十
日
町
市
・
津
南
町
の

10
養
豚
農
家
）
が
、
集
団
組
織
の
部
で
最
優
秀
賞

の
大
賞
（
３
団
体
）
に
輝
き
ま
し
た
。
十
日
町
地

域
か
ら
の
大
賞
受
賞
は
、
第
21
回
の
千
手
地
域
機

械
施
設
利
用
組
合
（
旧
川
西
町
）、
第
28
回
の
津
南

町
ユ
リ
切
花
組
合
（
津
南
町
）
以
来
の
こ
と
。
ま

た
、
な
ぐ
も
原
・
結
い
の
里
（
飯
塚
茂
夫
村
長
）

が
、
同
賞
特
別
部
門
の
第
３
回
食
の
架
け
橋
賞
の

審
査
委
員
特
別
賞
（
２
団
体
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

妻
有
畜
産
グ
ル
ー
プ
は
昭
和
60
年
に
結
成
。
株

式
会
社
を
設
立
し
て
飼
料
・
資
材
の
共
同
購
入
や

豚
肉
の
共
同
販
売
を
進
め
る
と
と
も
に
、
徹
底
し

た
防
疫
衛
生
管
理
を
進
め
、
安
全
・
安
心
ブ
ラ
ン

ド
「
妻
有
ポ
ー
ク
」「
妻
有
ハ
ー
ブ
豚
」
を
確
立
し

ま
し
た
。
防
疫
の
た
め
の
隔
離
豚
舎
を
整
備
し
、

子
豚
の
段
階
か
ら
飼
料
添
加
物
を
一
切
使
わ
な
い

こ
と
な
ど
が
高
い
評
価
を
受
け
、
生
産

量
の
約
３
割
が
地
元
で
消
費
さ
れ
る
と

と
も
に
、
市
内
の
学
校
給
食
で
使
う
豚

肉
は
す
べ
て
妻
有
ポ
ー
ク
と
な
っ
て
い

ま
す
。

２
月
６
日
c
、
同
グ
ル
ー
プ
の
田
中

勤
さ
ん
、
沢
口
茂
利
さ
ん
、
生
越
利
男

さ
ん
の
３
人
が
受
賞
決
定
報
告
に
市
長

室
を
訪
れ
ま
し
た
。
代
表
の
田
中
さ
ん

（
姿
１
・
52
歳
）
は
、「
今
ま
で
の
活
動
が

評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。
地
元
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
も
感
謝
。
こ
れ
か
ら

も
安
全
・
安
心
な
豚
肉
を
地
域
に
供
給

し
ま
す
」
と
報
告
、
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。
田
口
市
長
は
、「
皆
さ
ん
の
先
進
的

な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。
市

に
と
っ
て
も
と
て
も
名
誉
な
こ
と
で
、

た
い
肥
セ
ン
タ
ー
整
備
に
も
は
ず
み
が

付
き
ま
す
」
と
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

日
本
農
業
賞
大
賞

妻
有
畜
産
グ
ル
ー
プ
に
栄
冠
！

左から沢口さん、田口市長、田中さん、生越さん

び
ん
の
中
身
は
い
ず
こ
…

お
、
雪
像
作
り
。
手
前
に
は
「
酒
」
の
文
字

が
入
っ
た
巨
大
な
一
升
び
ん
が
…
。
市
職
員
互

助
会
に
よ
る
「
小
力
も
キ
レ
る
飲
酒
運
転
！
シ

ャ
ー
こ
ら
ー
！
」
を
ハ
ゲ
シ
ク
制
作
中
で
す
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
相
次
い
で

い
る
昨
今
、
飲
酒
運
転
撲
滅
と
自
戒
の
意
味
も

込
め
て
こ
の
テ
ー
マ
を
選
び
ま
し
た
。
と
こ
ろ

で
、
手
本
と
な
っ
た
本
物
の
一
升
び
ん
は
雪
像

一
升
び
ん
の
上
（
見
え
る
か
な
）。
中
身
は
？

前
の
晩
、
み
ん
な
で
き
れ
い
に
空
け
た
と
か
…

（
も
ち
ろ
ん
運
転
は
な
し
）。
び
ん
の
リ
ア
リ
テ

ィ
が
評
価
さ
れ
？
十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

35
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●
日
時
＝
３
月
３
日
g
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
●
会
場
＝
情
報
館
●
参
加

費
＝
無
料
●
定
員
＝
先
着
１
０
０
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1

７
５
０
│
５
１
０
０
）

●
期
間
＝
〜
４
月
30
日
b
※
火
曜
日

休
館
（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
翌
日
）

●
会
場
＝
森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
●
入

館
料
＝
大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
・

高
校
生
３
０
０
円
、
小
学
生
未
満
無

料
●
問
合
せ
＝
森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ

（
1
５
９
５
│
８
３
１
１
）

集
落
が
集
ま
る
き
っ
か
け
づ
く
り

に
な
る
作
品
で
す
。
●
日
時
＝
３
月

７
日
d
午
後
２
時
〜
４
時
（
１
時
30

分
開
場
）
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
入

場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
十
日
町
地

域
振
興
局
農
業
振
興
部
（
1
７
５
７

│
５
５
１
８
）

内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
、
生
活
週
間

病
を
予
防
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

全
10
回
コ
ー
ス
で
す
。
●
日
時
＝
３

月
15
日
〜
５
月
24
日
の
間
（
５
月
４

日
除
く
・
３
月
22
日
は
休
館
日
の
た

め
23
日
f
に
変
更
）
の
毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
15
分
●
会
場

＝
明
石
の
湯
●
対
象
＝
成
人
男
女
●

参
加
費
＝
１
３
、
０
０
０
円
（
10
回
）

※
入
浴
料
込
●
定
員
＝
先
着
15
人
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1

７
５
２
│
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
３
月
11
日
a
午
前
10
時
〜

（
正
午
こ
ろ
試
食
会
）●
会
場
＝
交
流

施
設
の
っ
と
こ
い（
東
枯
木
又
）●
参

加
費
＝
２
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
春
川
修
（
1
７
５
９
│
２

２
１
６
）

●
期
日
＝
３
月
18
日
a
●
会
場
＝
ク

ロ
ス
10
●
入
場
料
＝
入
会
金
１
家
族

１
、
０
０
０
円
＋
年
中
児
以
上
１
人

月
額
７
０
０
円
※
会
員
制
、
当
日
入

会
可
●
問
合
せ
＝
加
賀
書
院
（
1
７

５
２
│
２
１
１
４
）

【
お
ひ
さ
ま
劇
場
】
幼
児
・
低
学
年

対
象
●
時
間
＝
午
前
11
時
〜
正
午

【
銀
河
鉄
道
の
夜
】
小
３
〜
大
人
向

け
で
す
。
●
時
間
＝
午
後
７
時
〜
８

時●
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
定
員
＝

各
回
12
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
東
北
電
力
㈱

十
日
町
営
業
所
（
1
７
５
７
│
１
９

８
７
）

【
春
の
気
軽
な
お
も
て
な
し
！
】
花

型
ち
ら
し
や
豚
ヒ
レ
肉
の
竜
田
揚

げ
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ム
ー
ス
な
ど
を

作
り
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月
24
日
g

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
●
申
込

み
締
切
り
＝
３
月
19
日
b

【
お
す
す
め
ク
レ
ー
プ
＆
パ
ス
タ
ラ

ン
チ
】
コ
コ
ア
ク
レ
ー
プ
や
簡
単
き

の
こ
パ
ス
タ
、
ご
ち
そ
う
サ
ラ
ダ
な

ど
を
作
り
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月
28

日
d
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
●

申
込
み
締
切
り
＝
３
月
23
日
f

３
月
11
日
a
に
開
催
さ
れ
る
吹
奏

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
市
民
吹
奏

楽
団
と
い
っ
し
ょ
に
演
奏
す
る
人
を

募
集
し
ま
す
。
●
参
加
資
格
＝
吹
奏

楽
の
楽
器
を
持
参
し
演
奏
で
き
る
人

●
演
奏
曲
目
＝
「
ア
ル
ヴ
ァ
マ
ー
序

曲
」「
行
進
曲
Ｋ
点
を
越
え
て
」
ほ

か
●
練
習
日
＝
３
月
６
日
c
・
８
日

e
午
後
８
時
〜
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
片
桐
（
1
７
５
７
│
９
９
８
０
）

お
も
に
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
朝
・
夕
の
食
事
の
世
話
を
し
ま
す
。

●
対
象
＝
年
齢
、
性
別
、
資
格
を
問

わ
ず
●
募
集
人
数
＝
若
干
名
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん

し
ん
（
1
７
５
７
│
５
５
１
１
）

２
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
11

期
、
及
び
介
護
保
険
料
第
11
期
の
納

付
月
で
す
。
期
限
（
２
月
28
日
）
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税

務
課
・
保
険
年
金
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
21

日
-

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
28
日
d

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
14
日
d
・
28

日
d

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

18
年
４
月
か
ら
改
正
高
年
齢
者
の

雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

65
歳
未
満
の
定
年
を
定
め
て
い
る
事

業
主
は
、
高
年
齢
者
の
65
歳
ま
で
の

安
定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
次

の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
①
定
年
の
引
上
げ
②

継
続
雇
用
制
度
の
導
入
③
定
年
の
定

め
の
廃
止
●
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
十
日
町
（
７
５
７
│
２
４
０
７
）

４
月
８
日
執
行
予
定
の
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
に
係
る
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
▼
３
月
19

日
b
午
後
１
時
30
分
〜
‥
新
潟
会
場

（
県
庁
）・
長
岡
会
場
（
長
岡
市
役
所
）

▼
３
月
20
日
c
午
後
１
時
30
分
〜
‥

上
越
会
場
（
上
越
地
域
振
興
局
）
●

問
合
せ
＝
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
1

０
２
５
│
２
８
０
│
５
５
１
５
）

自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
へ
の

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
交
通
遺
児
な
ど
へ
の
育
成
資
金
貸

付
】自

動
車
事
故
で
保
護
者
が
死
亡
あ

る
い
は
重
度
の
後
遺
障
害
に
な
っ
た

家
庭
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の

子
ど
も
の
育
成
の
た
め
無
利
子
で
貸

し
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
重
度
後
遺
症
者
へ
の
介
護
料
支
給
】

自
動
車
事
故
が
原
因
に
よ
る
重
度

の
後
遺
症
の
た
め
、
常
時
ま
た
は
随

時
の
介
護
が
必
要
な
人
に
支
給
し
て

い
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
（
独
）
自
動

車
事
故
対
策
機
構
（
1
０
２
５
│
２

８
３
│
１
１
４
１
）

旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
人
、
お
よ

び
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
に
対
し
て
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
書
状
贈
呈
事

業
は
、
19
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終

了
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
早
め

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
資

格
要
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
独
立
行

政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
ま

で
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
請
求
＝

福
祉
課
援
護
係
・
各
支
所
健
康
福
祉

課
●
問
合
せ
＝
独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
（
1
０
１
２
０

│
２
３
４
│
９
３
３
）

３
月
５
日
b
か
ら
、
不
動
産
・
会

社
法
人
登
記
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

取
扱
い
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、「
登

記
事
項
証
明
書
・
印
鑑
証
明
書
」
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
請
求

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
後
日
郵

送
）
●
問
合
せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局

十
日
町
支
局
（
1
７
５
２
│
２
５
７

５
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.m
o
j.g
o
.

jp
/n
iig
a
ta
/

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ

田
辺
洋
一
写
真
展

〜
光
と
陰

松
之
山
光
彩
〜

自
動
車
事
故
に
よ
る

被
害
者
へ
の
援
助
制
度

不
動
産
・
会
社
法
人
登
記

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
開
始

県
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

手
打
ち
そ
ば
の
会

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で1月の３歳児健診を受けた子39人

むし歯のないよい歯の子

（田川町1）

（田川町3）

（田川町3）

（田中町西）

（本町6-1）

（田中町本通り）

（上川町）

（新座2）

（新座2）

（四日町3）

（四日町新田3）

（背戸）

（中町）

（中条八幡）

（塚原町）

（高山4）

（塚原町）

（山根）

（小泉2）

（珠川）

（上野）

（沖立）

（中仙田）

（坪山）

（野口）

（仁田）

治

輝

弘述

真司

晃

和也

豊

昭弘

健一

淳一

方資

朋徳

秀人

一洋

太輔

秀一

健太郎

亮

則弘

和彦

竜哉

大輔

利光

淳

正広

英恭

宮 澤 知
とも

希
き

加 藤 里
り

夏
か

樋 口 悠
ゆ

菜
な

中 俣 杏
きょう

子
こ

阿 部 麻
ま

周
しゅう

大 島 竜
りゅう

樹
じゅ

田 邊 蒼
あお

依
い

遠 藤 萌
もえ

夏
か

湯 澤 　 祐
ゆう

滝 澤 七
な

砂
ずな

庭 野 　 敬
けい

樋 口 翔
しょう

馬
ま

樋 口 凛
りん

佳
か

大 津 有
ゆう

代
だい

梨 本 奈
な

々
な

美
み

小 林 怜
れ

愛
な

間 　 和
かず

志
し

山 口 紗
さ

良
ら

春 日 成
ない

生
き

山 田 美
み

悠
ゆ

内 山 斗
とう

麻
ま

柄 澤 　 光
ひかる

南 雲 真
ま

希
き

中 村 百
もも

花
か

村 越 冠
かん

太
た

片 桐 　 渉
わたる

３
月
の
休
館
日

納
税
で

明
る
い
未
来

豊
か
な
社
会

２
月
の
納
税
・
納
付

セ
ミ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

な
ん
じ
ょ
す
っ
ぺ
、
お
ら
ほ
の

集
落
in
越
後
妻
有

十
日
町
お
や
こ
劇
場

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
〜
人
形
劇
〜

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

一
日
楽
器
演
奏
者
募
集

高
年
齢
者
の
雇
用
確
保
措
置

の
導
入
は
お
済
み
で
す
か

十日町市に住民登録がある

人のパスポート申請の受付は、

本庁市民生活課の窓口で行い

ます。（支所では受付は行いま

せん）詳しくは市報３月10日

号でお知らせします。

なお、３月30日fまでの申請は、県サービ

スセンターなどの受付です。

●問合せ 市民生活課市民係（内線153）

●市民生活課窓口で
パスポート申請受付を開始します

本庁及び各支所とも、午前８時30分に開庁、

午後５時30分に閉庁になります。（閉庁時間が15

分延長になります）

※保育園、公民館及び体育館などの利用時間は

変更ありません。

●問合せ 総務課人事係　（内線217）

●市役所の閉庁時間が変わります

４
月
２
日
B
か
ら
変
わ
り
ま
す
！

キ
ナ
ー
レ
「
や
せ
る
教
室
」

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

世
話
人
募
集

●問合せ● 総合政策課行革協働係　内線231

●開設日：３月１日e～　●受付時間：午前８時30分～午

後５時15分（年末年始、祝日を除く） ●相談内容：ドメ

スティックバイオレンス（夫やパートナーからの暴力）、夫

婦・家族間の問題、セクシュアルハラスメントなどのさま

ざまな女性問題　●専用電話：757-3701

恩
給
欠
格
者
・

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

県
立
歴
史
博
物
館

出
前
講
座

「
縄
文
人
の
ム
ラ
と
景
観
」

※保護者の承諾を得て掲載しています。

～ひとりで悩まないで！～

女性のための相談専用電話を開設します
秘密は守られます。ひとりで悩まず相談してください
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●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日午前９時～午後５時

※21日Dは休み

会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）
おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～午後３時
会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
【川西地区】27日C午後１時30分～４時

会場：はあとふる川西
【中里地区】随時受付：行政相談員上原宅

1763-2617

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

毎週木曜日　午後１時30分～４時　
会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
８日E・22日E

午前10時～正午、午後１時～３時
会場：クロス10

2007年3月 March 2007年3月 March 

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

5日B・19日B 十日町保健センター

吉田就業改善センター

山谷集会所

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治公民館

中里総合センター

羽根川荘

水沢公民館

平成園

千手中央コミュニティセンター

松代保育園

中条公民館

北原集落センター

下条公民館

上新田自治会館

松之山支所

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時～11時

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時～午後4時30分

午前9時～11時

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前8時30分～午後５時

※健康手帳のある人は持参してください。

８日E

13日C

20日C

23日F

22日E

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

3歳6か月児
健　診

1歳6か月児
健　診

28日D 午後1時
～1時30分

18年11月
生まれの
乳　児

14日D 午後1時
～2時30分

18年5月
生まれの
乳　児

４か月児
健　診

7日D 午後1時
～1時30分

17年9月
生まれの
幼　児

2歳6か月児
身体測定

14日D
16年9月
生まれの
幼　児

10か月児
健　診

15日E 午後1時
～1時30分

15年9月
生まれの
幼　児

午前9時
～９時30分

●乳幼児健診
●離乳食教室

●ちびっこひろば

◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる
本庁または各支所へ連絡してください。

◎３歳６か月児健診前に検査セットを送りますので、
届かない人は本庁へ連絡してください。

◎会　場…十日町保健センター（十日町市役所となり）

◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
着替えやおむつなど必要なもの

親子のふれあいの場を提供します。

●日　時　6日C・13日C（修了式）

午前10時～11時

●対　象　３歳未満児とその保護者

●会　場　サンクロス

●申込み・問合せ　中央公民館　1757-5011

26日B

●子ども予防接種週間
３月１日E～７日Dは、『子ども予防接種週間』です。

小学生以下のお子さんをお持ちの人は、母子健康手帳

の「予防接種の記録」を確認してみてください。まだ受

けていない予防接種がありましたら、是非この機会に受

けましょう。

【定期の予防接種】

ＢＣＧ、三種混合、二種混合、麻しん風しん、ポリオ

※日本脳炎予防接種は、厚生労働省の通知により接種勧

奨を控えています。

※対象年齢からはずれて接種する場合は自費（任意接種）

になります。

医療機関名期 日 住　所 電話番号

●休日救急医

なかよしランド

読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●日　時　8日E 午前10時～11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

おはなしたまてばこ

読み聞かせ、パネルシアターなどを行います。

●日　時　17日G 午後１時30分～２時30分

●対　象　幼児・小学生

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

どんぐりおはなしのへや

●心の健康相談

●全血献血

対象児と内容 開　催　日

６か月～９か月児

離乳食中期～後期

会　　場　十日町保健センター

（市役所となり）

対象地域　全地域

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場にお越しください

持 ち 物　母子健康手帳

６日C

対象児と内容 開　催　日

２か月～４か月児

離乳食準備～前期

会　　場　千手中央コミュニティセンター

対象地域　川西・松代・松之山

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場にお越しください

持 ち 物　母子健康手帳

20日C

期 日

●申込み・問合せ

健康支援課成人保健係（内線126）または、

十日町地域振興局健康福祉部地域保健課

1757-2400

６日C 午後２時

～４時

津南町
保健センター

山下医師
（山下メンタルクリニック）

13日C
松之山
保健センター

奈良医師
（中条第二）

時　間 会　　場 医　　師

不眠、不安、意欲の低下などでお悩みのことはありま

せんか。本人でも家族でも相談できます。

●日時・会場・受付時間

９日F 中里総合センター 午前９時30分～11時30分

午後１時～３時30分

23日F 千手中央コミュニティセンター

午前９時30分～11時30分

十日町郵便局　　午後１時～３時30分

30日F ㈱オスポック　 午前９時30分～11時30分

十日町保健センター 午後１時30分～３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線128）

●心配ごと相談
会場：社会福祉協議会（本所・支所）

※本所は本町分庁舎３階に移転しました。

時間：午後１時30分～４時

▽十日町本所　毎週木曜日

▽松代支所　 ２日F ▽松之山支所　13日C

▽中里支所　　16日F ▽川西支所　　27日C

問合せ 社会福祉協議会1750-5010

16日F

津南病院 津南町 765-3161

11日A

4日A

中条病院 北原 757-3018

21日_

25日A

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

倉俣診療所 芋川 763-2147

本町クリニック 本町3 750-1160

たかき医院 土市5 758-2361

小林内科医院 中町 752-7155

18日A

▼
今
回
、
雪
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
取
材
し
、
地
元
出
身
の
皆
さ

ん
が
ス
テ
ー
ジ
で
は
じ
け
ま
く
る
姿
を
見
て
、

一
種
の
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
パ
ー

ト
ナ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
電
撃
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
生
ラ
イ
ブ
は
別
格
と
し
て
も
、
ア
マ
チ

ュ
ア
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
皆
さ
ん
が
一
年
間
こ

つ
こ
つ
と
練
習
し
て
き
た
成
果
を
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
が
回
っ
て
い
る
前
で
出
し
切
る
姿
は
、

雪
国
十
日
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
だ
け
覆
す

も
の
で
し
た
。
若
者
が
人
前
で
表
現
す
る
き

っ
か
け
と
表
現
す
る
場
所
が
あ
る
か
ぎ
り
、

地
元
か
ら
力
は
失
わ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
電
撃
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
筆
頭
に
い
く

つ
か
過
激
な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、

そ
れ
を
受
け
入
れ
た

事
務
局
の
度
量
に
も

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

▼
去
年
は
豪
雪
、
今
年
は
少
雪
に
見
舞
わ
れ

た
雪
ま
つ
り
。
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
の
雪
像
ス

テ
ー
ジ
は
関
係
者
の
「
記
憶
に
な
い
ほ
ど
の

苦
労
」の
成
果
で
す
。「
雪
が
き
た
な
く
て
…
」

と
い
う
前
評
判
で
し
た
が
、
白
い
層
に
適
度

に
色
の
付
い
た
層
が
混
じ
り
合
い
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
は
さ
な
が
ら
マ
ー

ブ
ル
（
大
理
石
）
聖
堂
の
よ
う
な
質
感
と
迫

力
が
あ
り
ま
し
た
。
圧
巻
で
し
た
。

▼
雪
不
足
で
大
幅
な
変
更
や
中
止
に
な
っ
た

も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地
の
「
ひ

ろ
ば
」
は
予
定
ど
お
り
25
か
所
で
運
営
さ
れ

ま
し
た
。
雪
像
を
作
り
ジ
ロ
を
設
け
て
も
ち

つ
き
を
し
た
り
、
運
動
会
に
ゲ
ー
ム
・
芸
能

大
会
を
し
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
な

楽
し
み
方
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
雪

の
多
寡
に
左
右
さ
れ

な
い
「
市
民
の
ま
つ

り
」
が
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。

（南）（わ）
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